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１　はじめに

（1）研究の背景
2000 年以降の音楽のコンテンツ産業は，媒

体の変遷をしながらも横ばいを維持している。
一方でライブ・エンタテインメントの市場規模
は，2020 年の新型コロナウイルスが流行する
まで増加傾向にあり，音楽市場全体は活性化し
てきたといえよう。

ところが，2000 年度以降の全国の大学音楽
学部の入学者数は年々右肩下がりである。これ
が単に少子化が理由ではないことは，全大学の
入学者数が同期間でわずかに上昇傾向にあるこ
とからも推察できる。

作曲家や演奏家として団体等に所属すること
は狭き門であり，音楽大学は一般企業への就職

支援も行っている。一方で，団体等に属さずフ
リーでの活動や仕事に就く者もいる。技術進歩
によって個人での発信，更には収益化へのハー
ドルが下がってきた現在，音楽大学を卒業する
にあたり学生はキャリアに対してどのような意
識を持っているであろうか。

これまでにも音楽を含む芸術やエンターテイ
ンメント産業は，景気など経済状況に左右され
てきたが，2020 年に新型コロナウイルスが世
界に広まって以降，大きな打撃を受けている。

公益社団法人日本芸能実演家団体協議会が
2020 年に行なった「第 10 回芸能実演家 芸能
実演家・スタッフの活動と生活実態調査」で
は，仕事上の問題点として「自分で仕事を開
拓していくだけの余力がない」「仕事のスケジ
ュール調整の難しさ」「報酬その他についての
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交渉力の弱さ」が上位を占めており，半数近く
がこれらの改善を望んでいる。

作曲料や演奏料の厳密な相場はなく，特に作
家には楽曲の売上に対して印税が発生するた
め，創作期間の報酬がないことが多い。また，
著作権管理の手間から，いわゆる買取と呼ばれ
る，契約時に著作財産権の譲渡を求められる場
合もある。近年では小規模でも安定した活動の
ために金額を提示する団体が少しずつ増えてき
ているが，報酬相場が不明確，かつ音楽家に交
渉力がないことが，音大生がプロの音楽家にな
るという選択肢を狭める要因になっていること
が考えられる。

（2）研究の目的
武知・森永（2010）は，音大卒で活動する職

業音楽家へのインタビュー調査を行い，音楽以
外の仕事と掛け持ちすることによるアイデンテ
ィティの葛藤や音楽的充実感と収入のバランス
による葛藤をまとめ，音楽家を目指し継続する
ことが大変不確実なものであるとしている。

佐藤（2005）の研究では，学生が音楽大学へ
の適応感を高める進学理由として「将来展望」
を挙げているが，一方で，相澤（2019）の調査
では「入学した時点で演奏は趣味」となる人や

「部活の延長」と捉える人もいるという。「職業
演奏家を目指そうとする場合，どうやったら大
学は提供してくれない経験を自分なりに求めて
いくのか」（相澤，2019, p.53）という回答もみ
られ，音大生のキャリア意識が上級生に上がる
につれ変化していくのか，そもそもの音楽への
個人の価値観に拠るものなのか不明である。中
村（2012）が示す「大学に新しい社会的役割が
求められている現在，音楽に携わる高等教育機
関がその存在意義を問い直し，新たな道に舵を
切る必要がある」（中村，2012, p.66）中で，音
大生は卒業後のキャリアをどのように捉えてい
るのであろうか。

本研究では，不確実な音楽家人生の中で少し
でもキャリアを積み上げるための選択肢の 1 つ

として，複数の肩書きを掛け持つキャリア形成
である「ポートフォリオ・キャリア」について
取り上げる。古くから複数のキャリアを同時に
持つ音楽家ならではの働き方を表すものであ
り，自己マネジメントに働きかけるものであ
る。こうした音楽家の働き方に対し，海外では
先行してアントレプレナーシップ教育の必要性
について議論されている。本研究の目的は，音
大生が音楽家としてのキャリアを継続するため
に，ポートフォリオ・キャリアを選択する際の
アントレプレナーシップの有効性について明ら
かにすることである。

2　先行研究

（1）ポートフォリオ・キャリア
ポートフォリオ・キャリアとは，「歴史的に

整合性のあるアーティストのキャリア形態で，
いくつかの異なる職業で構成される」（Weller, 
2013, p.5）。単なる「副業」ではなく，それぞ
れのキャリアを本業とした「複業」とするのが
適切であると考えられる。

12 世紀から音楽家はフリーランスとして演
奏や作曲だけでなく，写譜屋，侍従や教師とし
て様々な仕事を請け負っていた。現在において
もコンサートを開催するための企画や運営など
の音楽に関わる作業や知識，生計を立てるため
に音楽以外の職業を掛け持つことから，金銭や
スケジュールの管理，問題解決能力などのスキ
ルを必要とされる。また，技術や環境等の様々
な変化への対応スキルを身につけ，心身の健康
を保つ必要がある。

これまで音楽における高等教育の中では，音
楽の専門家として演奏や作曲の技術の向上に努
めてきたが，音楽で生計を立てるために必要な
要素として，音楽家にはアントレプレナーシッ
プ教育が有効であるとされ研究が進んでいる。

（2）アントレプレナーと音楽家の類似性
アーティストは内発的な動機を強く持ってい

るため，芸術分野のアントレプレナーシップは
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ビジネスとは異なる視点からみなければなら
ず，またアントレプレナーシップは，経済的展
望が芸術的展望と相容れないという認識が主な
理由で，すべての音楽学生にとって魅力的なも
のではない（Bridgstock, 2013）。しかし，アン
トレプレナーシップという言葉自体も分野を分
けるのではなく，「機会やアイデアに基づいて
行動し，それらを他者のための価値に変えるこ
とである。創造される価値は，金銭的，文化的，
または社会的なもの」（Bacigalupo, Kampylis, 
Punie, & Van den Brande, 2016, p.10）とある。
表 1 は，Schumpeter（1912）がこれまでに取
り上げた，起業家と芸術家の共通点と対極にあ
る静的多数派について Vecco（2019）がまとめ
たものである。

（3）アイデンティティ
「アイデンティティ」は自己の概念として，

また誰かの基本的な考え方を反映するものと
して，個人の行動，選択，動機を決定する

（Murnieks & Mosakowski, 2007）。Bain（2005）
によると，人は複数のアイデンティティを持っ
ているが，特に芸術分野では芸術活動に専念す
ることは安定した収入を得ることとはかけ離れ
ているため，創造的なエネルギーの蓄えを枯渇
させることなく，明確なアイデンティティを維
持・管理することが難しい場合がある。

音楽を含め芸術家のことをボヘミアンと呼

ぶことがある。自由に生きることに憧れた 19
世紀の芸術家の卵たちを指すが，研究におい
ては「芸術のための芸術」（Glinoer, Hülk, & 
Zimmermann, 2014）のことを表し，芸術的
な仕事に従事することが自己実現や満足感を
もたらすため，それ自体が手段（Schediwy, 
Bhansing & Loots, 2018）となる。故に職業と
して芸術で収入を得たいと考えるかは別の問題
で，積極的に芸術で収入を得ようとすれば市場
を理解しなくてはならず，自身の創造性を狭め
てしまう可能性から経済との分離を望むことも
ある。

また，「芸術活動における孤立感や疎外感を
打ち消すために，アーティストたちはしばし
ば，お互いに集まって議論し，近くで作業す
ることを選択する」（Bain, 2005, p.35）という。
社会との違いを認識しつつ，創作という孤独な
作業の中でも，集団意識があることが精神的な
支えにもなると考えられる。

そこで，本研究では音楽家のアイデンティ
ティをキャリアの視点から議論する。キャリ
ア・アイデンティティには，自分の職業上の
キャリアに関連する個人的な動機や価値観が
含まれる（Bridgstock, 2013）。個人が学習し，
実践的な仕事の経験を積み，キャリア・マネ
ジメントのスキルを身につけ，社会から求め
られる役割を認識することで，アイデンティ
ティの構造は常に変化していく（Schediwy et 

起業家・芸術家 静的多数派

・均衡を崩す
・革新を追求する
・積極的でエネルギーに満ちたリーダー
・新しい組み合わせを創造する
・変化に抵抗を感じない
・自分の行動が正しいと確信し，我慢する
・�多数の新しい選択肢に直面したとき，直感的な
選択・決断をする
・創造の力と喜びに突き動かされる

・均衡を保つ
・同じことを繰り返す
・静的でエネルギーに乏しいフォロワー
・従来の方法を受け入れる
・変化に強い抵抗を感じる
・他人の新しい行動を敵視する
・既存の選択肢の中から合理的な選択をする
・�純粋に欲求に突き動かされ，それが満たされる
とやめてしまう

表１　Schumpeter（1912）による起業家と芸術家の並列関係

出所：Vecco（2019）をもとに筆者作成
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al., 2018）ことから，音大生と音楽家を比較す
ることは測定の価値がある。これらを踏まえ，
Schediwy et al.（2018）の研究に依拠して，音

楽家の潜在的な 2 つのアイデンティティ概念を
用いて検証していく（表 2，表 3）。

表 2　ボヘミアン・アイデンティティ

出所：Schediwy et al.（2018）をもとに筆者作成

表 3　アントレプレナー・アイデンティティ

出所：Schediwy et al.（2018）をもとに筆者作成

Eikhof and Haunschild (2006)

Glinoer et al. (2014) 

Bridgstock (2007) 
Lindström (2016)

Glinoer et al., (2014) 
Lindström (2016)

Eikhof and Haunschild (2006) 
Lingo and Tepper (2013)

Eikhof and Haunschild (2006) 

Eikhof and Haunschild (2006) 
Lingo and Tepper (2013)

特徴 内容 研究者

プロのアーティストになる必要性を感じている→価
値観や目標の観点

音楽でお金を稼ぎたいという目標があり，芸術に関
係のない仕事は避けたい。
→発明の情熱。特定の活動に対して強い肯定的な感
情を抱くことと，その活動が起業家の自己同一性

自分の作品の市場価値や販売に関心がある

自分の作品をより多くの人に届けたいという気持ち
がある

観客の好みを考える

「商業的」な活動やマーケティングに寛容であること

3. 機会認識
新しい商業的，社会的，芸術的な機会を探し，創造
すること
→開発，創造への情熱

Bridgstock (2013) 
Lindström (2016)

柔軟な思考
→環境の中で生じる新しい機会を受け入れること

幅広い能力を身につける意欲があること
→自身の可能性を広げるために，多様な音楽に関わ
ること

5. リスクテイク 積極的にリスクを取り，不安を解消することができる
Eikhof and Haunschild (2006) 
Lindstro ̈m (2016)

6. 問題解決 問題を解決する素質がある Bridgstock (2011) 

1. プロ意識
Scott (2012)
Lindstro ̈m (2016)

2. 市場志向
Eikhof and Haunschild (2006; 2007)
Lindström (2016)

4. 開放性
Pinheiro and Dowd (2009) 
Lingo and Tepper (2013)
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（4）プロの音楽家
1）音楽家の定義

音楽家を定義するための統一された尺度は
ない。Zhang, Susino, McPherson, & Schubert

（2020）は，「音楽的スキル」「自己認識」「素質」
といった要素を軸に，2011 年から 2017 年の間
に発表された 730 本の研究論文から音楽家を定
義するためのコンセンサスを研究した。その結
果，「少なくとも６年間の音楽的専門知識を持
ち，週に１時間以上の練習をしている高等教育
期間の学生」（Zhang et al., 2020, p.401）と結
論づけている。
2）プロフェッショナル

プロフェッションの大きな特徴として，一般
の職業とは異なる高度に専門化した長期教育研
究と濃密な技能訓練，厳格な試験による合格と
資格登録，依頼者との信頼関係に基づいた高度
に専門的な判断，社会的地位が高く職業倫理の
保持に努めているという 4 点が挙げられる。ま
た，プロフェッショナルの働き方としては，顧
客志向性，業務の非代替性，独立性，職業倫理
性としている（鎌田，2014）。

これらは一般的に士業のことを指すが，芸術
家や実演家もこれらの要件を満たしている。日
本では専門的でありながらも社会的認知が低か
った音楽家や俳優に対して，2001 年に文化芸
術振興基本法が制定され，プロフェショナルと
しての認知の向上に繋がった。
3）プロの音楽家の成功とは

音楽家における成功とは何であろうか。世界
トップクラスのオーケストラの主席やソリスト
として有名なコンサートホールで演奏をするこ
とを目指す音楽家がいる一方で，自身の教養を
深めるための手段として音楽を捉える人や，職
業としての音楽家を望まない人もいる。しか
し，プロフェッショナルな音楽家を希望する場
合，芸術性と金銭含め自身が望む，もしくは許
容できるマーケットやターゲットを選択する必
要がある。

Beeching（2005）は成功をとても狭く捉え

てしまうことで，そうならないことが「失敗」
と考えてしまうことが問題だとしている。そう
いった視野の狭さがキャリアの選択肢を限定
し，仕事で生きる満足度や達成感を得にくくす
ることが考えられる。

（5）クリエイティブ・トライデント
イギリスやオーストラリアの国税調査では，

クリエイティブ産業における職業を調査するた
めに「クリエイティブ・トライデント」という
分類が存在する。産業の中のクリエイティブな
職業（作曲家や演奏家）を「スペシャリスト」，
クリエイティブ産業内のクリエイティブではな
い職業（営業や管理など）を「サポート・ワー
カー」，他の産業のクリエイティブな職業（教
育や音楽医療など）を「エンベデッド（他産業
に組み組み込まれた）・ワーカー」としている。

これにより音楽産業の従事者に対し，より踏
み込んだ分類が可能となるが，この４象限のフ
レームではポートフォリオ・キャリアを説明す
るには不十分である。例えば「プロの音楽家＋
音楽教育」の場合，音楽教師としての収入が多
ければ，そちらを職業として採用すると考えら
れる。その場合，本人のアイデンティティと乖
離している可能性もあり得る。Bennett, Coffey, 
Fitzgerald, Petocz, & Rainnie（2014） は 同 時
に複数のキャリアを持つ複雑な音楽家の分類を
調査し，交わりを「マルチ・クリエイティブ・
トライデント」とした。

このように横断的な働き方を維持するために
は，創造的な労働者がキャリアやビジネスを管
理し，専門的な学習やネットワーク，業界の認
識，革新的な思考が必要であると考えられる。
音楽産業の内外で柔軟にキャリアを構築してい
く必要のある多くの音楽家にとって，自身をマ
ネジメントしていくためのアントレプレナーシ
ップの必要性が重要視されてきている。

3　問いと仮説

研究の操作概念と対象者について，既存の研
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究では，プロの音楽家に対し定性調査を行うこ
とで職業としての問題点を指摘し，起業家との
比較をすることで音楽家のアントレプレナーシ
ップの必要性を見いだしてきた。それをもと
に，音大生に対してアントレプレナーシップ教
育の必要性について定量調査を行ってきたが，
卒業後の調査はなく実際の有効性は不明であ
る。加えて，みずほ情報総研株式会社（2020）
の調べによると，日本は海外に比べてアントレ
プレナーシップが低いことから，研究の進んで
いるヨーロッパやオーストラリアとは異なる結
果の可能性も否定できない。

しかし，日本政策金融公庫（2021）の調査に
よると，一般の複（副）業的に起業する「パー
トタイム起業家（週 35 時間以内）」は，専属的
に事業を行っている起業家より，起業すること
によっての収入に対してポジティブな結果がみ
られた。

以上のことから，アントレプレナーシップの
高い音楽家（学生）が起業家に必要なスキルを
身に付けることは，ポートフォリオ・キャリア
の構築に有効に働くという問いを立てた。

ポートフォリオ・キャリアを構築する「プロ
の音楽家」がクリエイティブ・トライデントの
中にどのような割合で存在するかは，音楽産
業・職種とアイデンティティの関係において測
定する価値があることから，本研究では以下の
仮説を立てた。

仮説 1： 実際の「プロの音楽家」には非音大
卒もいるが，スペシャリストのみで
働く音楽家は，「プロの音楽家（音
大卒）」の方が「プロの音楽家（非
音大卒）」より割合が高い。

仮説 2： 「プロの音楽家（非音大卒）」の方が
「プロの音楽家（音大卒）」に比べア
ントレプレナー・キャリア・アイデ
ンティティが高い。

仮説 3： 「スペシャリストのみ」と「スペシ
ャリスト＋音楽教師」のキャリア・

アイデンティティは類似している。
仮説 4： サポート・ワーカーやクリエイティ

ブ・トライデント外での収入が多い
人のキャリア・アイデンティティ
は，アントレプレナーが低く，ボヘ
ミアンが高い。

4　調査概要と分析結果

（1）アンケート調査概要
A 音楽大学の音大生（n=133）とプロの音楽

家（n=496）へ，共に Google Form を用いて
回答してもらった。調査期間は音大生が 2021
年 11 月 2 日から 2021 年 11 月 17 日，音楽家は
2021 年 11 月 8 日から 2021 年 11 月 15 日まで
とした。

質 問 の 構 成 は，Schediwy et al.（2018） の
研究に使用されたものを基準に，Robinson, 
Stimpson, Huefner, & Hunt（1991）によって
開発された起業家的態度志向（EAO），Bolton 
& Lane（2012）が開発した個人起業家志向

（IEO）の項目から追加し，先行研究同様に音
楽家に適した表現に修正した。

本研究では「アントレプレナーシップ」や
「起業家」という言葉に対し，芸術に携わる人
は先入観を持ちやすい傾向があることから，あ
えてこれらの言葉の定義は明記せず，基本的な
概念を隠すように質問項目を混在させ，7 段階
のリッカーと尺度で測定した。

（2）分析結果
分析にはMicrosoft Excel 365（Mac）と IBM 

SPSS Statistics Version 27.0 を用い，ボヘミア
ンとアントレプレナーに分けてキャリア・アイ
デンティティを主因子法・バリマックス回転に
よる因子分析を行った。今後の比較のためにプ
ロの音楽家と音大生の回答をまとめており，表
4 と表 5 は因子分析の結果，表 6 は各因子の相
関である。
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ボヘミアン・キャリア・アイデンティティの
うち，第 1 因子は「天職感」とした。天職感に
ついての質問を含んでいることや，そのほかの
質問についても自身を音楽家として意識したも
ので構成されている。

第 2 因子は音楽と経済の分離を表す項目で構
成されたため「自律性」とした。また，第３因
子は自発性の項目を全て含んでいるため「自発
性」とし，第 4 因子は他者との関係を重視した
項目で構成されたため「集団意識」とした。

アントレプレナー・キャリア・アイデンティ
ティのうち，第 1 因子は機会認識の項目のうち
新しいものへの挑戦するものと，全てのリスク
テイクの項目で構成されるため「リスクテイ
ク」とした。第 2 因子も機会認識の項目が存在

するが，多様性を受け入れるための問題解決や
開放性を意識していることから「開放性」とし
た。最後の第 3 因子は全てのプロ意識項目と市
場志向から構成され，「プロ意識」とした。

自身と音楽との結びつきを強く感じる「天職
感」に対し，ただ自身をプロフェッショナルと
思うのではなく，市場の中で生きることを意識
することは，ボヘミアンの「天職感」とは異な
る。本研究が定義する「プロの音楽家」に沿う
形となった。

（3）仮説検証
仮説 1 は，スペシャリストのみで生計を立

てている音楽家の「音大卒」と「非音大卒」
の割合であった。調査の結果，単一職業での

① ボヘミアン・キャリア・アイデンティティ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 共通性

B-8. ..559977 -.067 .283 .005 .399

B-2.
..447744 .064 .061 -.071 .440

B-21.
..446688 .105 .034 .069 .263

B-12.
..444411 -.020 .261 .019 .202

B-20.
..441133 -.003 -.068 .162 .236

B-13.
..334433 .015 .115 .192 .358

B-30.
-.124 ..669900 .059 .045 .497

B-7.
.107 ..660088 .093 -.096 .294

B-17. .242 ..337755 -.306 -.040 .168

B-25.
.181 .047 ..556677 .041 .237

B-3. .205 .157 ..338877 -.277 .293

B-28.
.025 -.061 -.135 ..666633 .462

B-29.
.132 .005 .078 ..336622 .155

因⼦寄与 1.46 1.04 0.77 0.73 4.00

寄与率 11.24 7.98 5.93 5.65 30.80

② アントレプレナー・キャリア・アイデンティティ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 共通性

B-9.
..665500 .222 -.044 .446

B-5.
..663322 .207 .255 .282

B-10.
..559999 .183 .190 .508

B-16.
..445511 .176 .178 .304

B-23.
.016 ..559977 .128 .474

B-27.
.456 ..559922 .077 .429

B-6.
.156 ..552288 -.001 .462

B-22.
.293 ..449999 .245 .354

B-26.
.334 ..444455 .128 .266

B-24.
.253 ..338866 .139 .395

B-14.
.108 .289 ..660055 .373

B-1. .305 -.010 ..559944 .232

B-15.
-.023 .050 ..559933 .326

B-32.
.405 .162 ..448822 .564

B-4.
.276 .295 ..334455 .423

因⼦寄与 2.22 1.94 1.68 5.84

寄与率 14.83 12.91 11.17 38.92

第1因⼦：天職感（α=.618）

他の⼈が⾃分をどう思っているのか気になる。
BoDiff2
気の合いそうな⼈と友達になるようにしている。
BoPpl2

私は楽観的で⾃発的な⼈間だ。BoSpon1

⾳楽家になることに運命を感じる。BoCal3
私は⾃由な時間のほとんどを、同じように⾳楽家と
過ごしている。BoPpl1

私にとって⾳楽を作ることや演奏することは、とて
も⼤きな満⾜感を与えてくれる。BoCal1
良い⾳楽家であることは、成功するために最も重要
なことだと思っている。BoSuc1
⾳楽家として、私は社会の多くの⼈たちとは違うと
思う。BoDiff1

⾳楽家になるためには、すべてを犠牲にする。
BoCal2

第2因⼦：⾃律性（α=.545）

第3因⼦：⾃発性（α=.383）

第4因⼦：集団意識（α=.374）

私は⾳楽を作ることとお⾦を稼ぐことを別々にして
おきたい。BoAu1
⾳楽家として成功することと、⾃分の⾳楽でどれだ
けお⾦を稼ぐかということとは関係ない。BoSuc2
「ビジネス」や「商業」には興味がない。BoDis

他の⼈が⾏動するよりも、⾃分から進んで物事を進
めたい。BoSpon2

第1因⼦：リスクテイク（α=.725）
未知の世界に踏み込んでいくことが好きだ。
EnRisk3
ライブやコンサートをするための新しい機会を探す
ことは、私にとって情熱的である。EnOpp2
私にとって、⼀緒に仕事をする新しい⾳楽家を探す
ことはワクワクする。EnOpp4
⽬的達成のために、リスクがあっても積極的に挑戦
したい。EnRisk1

⾳楽分野での新しい可能性を探すことは、私にとっ
て魅⼒的である。EnOpp1

第2因⼦：開放性（α=.740）

第3因⼦：プロ意識（α=.709）

私にとって、複数のジャンルの⾳楽に関わることは
重要だ。EnOpen2

私は、より多くの収⼊を得る機会があれば、今とは
違うジャンルの⾳楽に触れるこも挑戦したい。

⾃分の⾳楽を視聴者に配信するなどの新しい⽅法に
関わることは、私にとって重要である。EnOpp3
作曲や演奏の次に、⾳楽のプロモーションやマーケ
ティング、販売などの活動に時間を割きたいと思っ
ている。EnMO3
私にとって問題を解決するための⽅法を考えること
は、重要だ。EnProb1

私にとって、演奏や作品の発表などを通して、観客
や視聴者の好みを理解することは重要だ。EnMO2

⾃分が作ったり演奏している（あるいは予定の）⾳
楽が商業的に成功することが重要だと思っている。
EnMO4
プロの⾳楽家になりたい。EnProf1

私の⽬標は、⼀⼈でも多くの⼈私の演奏や作品を届
けることだ。EnMO1

私の⽬標は、⾳楽で⼗分なお⾦を稼いで、⾳楽とは
関係のない他の仕事をしなくてもいいようにするこ
とだ。EnProf2

表 4　ボヘミアン・キャリア・アイデンティティ



Rikkyo Bulletin of Business No.19

－20－

表 5　アントレプレナー・キャリア・アイデンティティ

① ボヘミアン・キャリア・アイデンティティ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 共通性

B-8. ..559977 -.067 .283 .005 .399

B-2.
..447744 .064 .061 -.071 .440

B-21.
..446688 .105 .034 .069 .263

B-12.
..444411 -.020 .261 .019 .202

B-20.
..441133 -.003 -.068 .162 .236

B-13.
..334433 .015 .115 .192 .358

B-30.
-.124 ..669900 .059 .045 .497

B-7.
.107 ..660088 .093 -.096 .294

B-17. .242 ..337755 -.306 -.040 .168

B-25.
.181 .047 ..556677 .041 .237

B-3. .205 .157 ..338877 -.277 .293

B-28.
.025 -.061 -.135 ..666633 .462

B-29.
.132 .005 .078 ..336622 .155

因⼦寄与 1.46 1.04 0.77 0.73 4.00

寄与率 11.24 7.98 5.93 5.65 30.80

② アントレプレナー・キャリア・アイデンティティ

Ⅰ Ⅱ Ⅲ 共通性

B-9.
..665500 .222 -.044 .446

B-5.
..663322 .207 .255 .282

B-10.
..559999 .183 .190 .508

B-16.
..445511 .176 .178 .304

B-23.
.016 ..559977 .128 .474

B-27.
.456 ..559922 .077 .429

B-6.
.156 ..552288 -.001 .462

B-22.
.293 ..449999 .245 .354

B-26.
.334 ..444455 .128 .266

B-24.
.253 ..338866 .139 .395

B-14.
.108 .289 ..660055 .373

B-1. .305 -.010 ..559944 .232

B-15.
-.023 .050 ..559933 .326

B-32.
.405 .162 ..448822 .564

B-4.
.276 .295 ..334455 .423

因⼦寄与 2.22 1.94 1.68 5.84

寄与率 14.83 12.91 11.17 38.92

第1因⼦：天職感（α=.618）

他の⼈が⾃分をどう思っているのか気になる。
BoDiff2
気の合いそうな⼈と友達になるようにしている。
BoPpl2

私は楽観的で⾃発的な⼈間だ。BoSpon1

⾳楽家になることに運命を感じる。BoCal3
私は⾃由な時間のほとんどを、同じように⾳楽家と
過ごしている。BoPpl1

私にとって⾳楽を作ることや演奏することは、とて
も⼤きな満⾜感を与えてくれる。BoCal1
良い⾳楽家であることは、成功するために最も重要
なことだと思っている。BoSuc1
⾳楽家として、私は社会の多くの⼈たちとは違うと
思う。BoDiff1

⾳楽家になるためには、すべてを犠牲にする。
BoCal2

第2因⼦：⾃律性（α=.545）

第3因⼦：⾃発性（α=.383）

第4因⼦：集団意識（α=.374）

私は⾳楽を作ることとお⾦を稼ぐことを別々にして
おきたい。BoAu1
⾳楽家として成功することと、⾃分の⾳楽でどれだ
けお⾦を稼ぐかということとは関係ない。BoSuc2
「ビジネス」や「商業」には興味がない。BoDis

他の⼈が⾏動するよりも、⾃分から進んで物事を進
めたい。BoSpon2

第1因⼦：リスクテイク（α=.725）
未知の世界に踏み込んでいくことが好きだ。
EnRisk3
ライブやコンサートをするための新しい機会を探す
ことは、私にとって情熱的である。EnOpp2
私にとって、⼀緒に仕事をする新しい⾳楽家を探す
ことはワクワクする。EnOpp4
⽬的達成のために、リスクがあっても積極的に挑戦
したい。EnRisk1

⾳楽分野での新しい可能性を探すことは、私にとっ
て魅⼒的である。EnOpp1

第2因⼦：開放性（α=.740）

第3因⼦：プロ意識（α=.709）

私にとって、複数のジャンルの⾳楽に関わることは
重要だ。EnOpen2

私は、より多くの収⼊を得る機会があれば、今とは
違うジャンルの⾳楽に触れるこも挑戦したい。

⾃分の⾳楽を視聴者に配信するなどの新しい⽅法に
関わることは、私にとって重要である。EnOpp3
作曲や演奏の次に、⾳楽のプロモーションやマーケ
ティング、販売などの活動に時間を割きたいと思っ
ている。EnMO3
私にとって問題を解決するための⽅法を考えること
は、重要だ。EnProb1

私にとって、演奏や作品の発表などを通して、観客
や視聴者の好みを理解することは重要だ。EnMO2

⾃分が作ったり演奏している（あるいは予定の）⾳
楽が商業的に成功することが重要だと思っている。
EnMO4
プロの⾳楽家になりたい。EnProf1

私の⽬標は、⼀⼈でも多くの⼈私の演奏や作品を届
けることだ。EnMO1

私の⽬標は、⾳楽で⼗分なお⾦を稼いで、⾳楽とは
関係のない他の仕事をしなくてもいいようにするこ
とだ。EnProf2
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プロの音楽家は 15 名，複業含めてスペシャリ
ストのみの人数を合わせると 42 名となった。
そのうち音大卒は 21 名，非音大卒は 21 名と
なり，人数による差はなかった。しかし回答
者全体のうち音大卒は 320 名，非音大卒は 176
名である（χ2=41.80, df=1, p<.001）ことから，
割合では音大卒の 7%，非音大卒の 12% がスペ
シャリストとなり，割合では非音大卒の方が
高い結果となるため，仮説 1 は支持されなか
ったといえる。この結果は，単に音楽的スキ
ルを得るだけでは本研究が定義する「プロの
音楽家」としての活動が難しいということを
表していることが考えられる。

仮説 2 は，「プロの音楽家（非音大卒）」の方
が「プロの音楽家（音大卒）」よりもアントレ
プレナー・キャリア・アイデンティティが高い
というものであるが，t 検定を用いて検証した
結果，アントレプレナー・キャリア・アイデン
ティティの 3 つの因子のうち全てが音大卒を上
回り，「リスクテイク」と「開放性」では有意
な差を示しており，仮説 2 は支持されたといえ
る。一方，ボヘミアン・キャリア・アイデンテ
ィティでは「自発性」と「集団意識」で有意な
差を示しているが，「集団意識」は音大卒に比
べて低い値となっている。これは 4 年間を音楽
大学で生活してきた環境の差によるものだと推
察できる。仮説 1 とまとめると，アントレプレ
ナー因子の値の高さは活動のスタイルに影響を

与えている可能性がある。
仮説 3 では，「スペシャリスト」と「スペシ

ャリスト＋音楽教師」のアイデンティティの
類似性を指摘した。エンベデッド・ワーカー
の中には，音楽教師だけでなく他産業におけ
る演奏家なども含まれることから，エンベデ
ッド・ワーカーの中から音楽教師のみを抽出
し，先と同じように t 検定を用いて「スペシャ
リスト（n=42）」と「スペシャリスト＋音楽教
師（n=69）」の比較をした。その結果，アント
レプレナー・キャリア・アイデンティティのう
ち「開放性」と「プロ意識」に有意な差は出た
ものの，残りのすべての因子で差はないと判断
された。「開放性」には活動に対する市場志向，
新しいジャンルや方法についての機会認識，

「プロ意識」には顧客や市場への志向も含まれ
ることから，環境による差が考えられる。「ス
ペシャリスト＋音楽教師」は複業の動機に関す
る回答の中で，その他の音楽家に比べて収入へ
の意識が 9% 低く，「自由に仕事がしたかった」

「経験や知識を活かしたかった」と回答した割
合が 17% 程度高かった。特にボヘミアン・キ
ャリア・アイデンティティに関しては有意な差
はみられないことからも環境要因以外は類似し
たものだと考えられる。

仮説 4 は，クリエイティブ・トライデント内
におけるサポート・ワーカーやトライデント外
のノン・クリエイティブによる収入が多い人と
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のアイデンティティ比較をするために，主な職
業でどちらかを選んだ収入が７割以上の人で，
複業でスペシャリストとして働いているグルー
プ（n=40）と単一職業としてのスペシャリス
ト（n=42）との比較をおこなってみると，ボ
ヘミアンのうち「天職感」，アントレプレナー
のうち「プロ意識」以外の５因子では有意な差
はみられなかった。「天職感」と「プロ意識」
の相関は高く，Schediwy et al.（2018）が示し
た因子「キャリアの決定」が「天職感」「プロ
意識」の項目を含んでいることからも妥当とい
える。また，仮説 3 同様に音楽への意識や環境
に拠るものも考えられるが，芸術と経済の分離
を示す「自律性」が同程度低いことには疑問が
残る。「自律性」が高ければ音楽と経済の分離
志向を認められるが，この比較から考察するな
らば，いずれプロの音楽家としての収入で生活
したいと望んでいる可能性もあるだろう。

5　比較分析

（1）クラスタ分析
仮説検証では，現在の働き方による音楽家

のアイデンティティ比較を行った。次に，ア
ントレプレナーシップの有効性を検証するた
めに，全ての因子から Ward 法を用いたク
ラスタ分析を行い，大きく 3 つに分けた。人
数比の偏りを検討するためにχ2 検定を行っ
たところ，有意な人数比率の偏りがみられた

（χ2=18.38, df=2, p<.001）。

一元配置分散分析により各クラスタの特徴を
みると，第 1 クラスタ（n=163）は自律性のみ
高く，その他は平均に比べて圧倒的に低い（表
7）。第 2 クラスタ（n=250）はアントレプレナー
因子が全て高く，特に「リスクテイク」が高い。
ボヘミアン因子においても「天職感」と「自発
性」が有意に高かった。第 3 クラスタ（n=216）
もアントレプレナー因子は全体的に高めである
が，ボヘミアン因子のうち「自律性」が低く，

「集団意識」が高い値を示している。これらの
ことから，各 l クラスタを「自律志向群」「リ
スクテイク群」「集団意識群」とした。

まず，第 1 クラスタの「自律志向群」から検
討する。特徴的なのは「自律志向群」の女性の
うち，「主な職業収入が 9 割以上」が 47.5% と
圧倒的に多いことである。そのうち半数以上
に配偶者と子どもがおり，女性は年齢層が 30
〜 50 代に集中していることや，音楽活動年数
が 10 年以上の人が 85% 以上占めていることか
ら，家事など家庭内の時間とのバランスをとり
ながら働いている，または音楽的スキルが高く
効率の良い働き方ができている，もしくはその
両方が考えられる。しかし，継続への問題意識
が強いことから，効率の良い働き方が難しいこ
とが考えられる。35 時間未満の起業家を「パー
トタイム起業家」としている。この分類を用
い，起業家にあたる週平均 35 時間以上の音楽
家の割合は，それぞれ 42%，53%，46% とアン
トレプレナー・キャリア・アイデンティティの

表 7　キャリア・アイデンティティのクラスタ分析

4.61 1.03 4.65 1.01 0.42
2.89 1.30 2.74 1.22 -1.29
5.06 1.24 5.27 1.26 1.84
5.22 1.28 4.95 1.39 -2.18
5.29 1.16 5.56 1.15 2.48
5.27 1.06 5.66 0.94 4.21
5.44 1.06 5.46 1.10 0.16 *p<.01, **p<.005, ***p<.001

*p<.01, **p<.005, ***p<.001 *p<.01, **p<.005, ***p<.001 *p<.01, **p<.005, ***p<.001

*p<.01, **p<.005, ***p<.001 *p<.01, **p<.005, ***p<.001

*p<.01, **p<.005, ***p<.001

*p<.01, **p<.005, ***p<.001
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高さに類似した割合となっているが，45 時間
以上の割合でみてみると，他の 2 グループがな
お 30% を超えることに比べ，「自律志向群」は
19.2% と大幅に減っている。以上のことから，

「自律志向群」は複業というより「副業」的な
働き方をしている可能性も考えられる。

次に，第 2 クラスタの「リスクテイク群」を
検討する。自分の仕事を「天職」と考えてい
る人は人生と仕事に対する満足度が最も高く

（Wrzesniewski, McCauley, Rozin, & Schwartz, 
1997），職務遂行能力との関係を媒介する職
業的自己効力感を高める（Park, Sohn, & Ha, 
2016）。また，Wrzesniewski（2002）は，天職
感のような使命感が良好な心理的健康を示すこ
とや，楽観主義との関連性を示唆している。「リ
スクテイク群」はこれらのことを反映した値を
とっていると考えられる。Barbosa, Gerhardt, 
& Kickul（2007）の研究では，高いリスク選好
度は機会認識と自己効力感に対してプラスに働
くことを示しており，本研究の「リスクテイク」
因子を構成する項目に機会認識を測るものも含
まれていることや，表 6 で示したように「天職
感」と相関が高いことの妥当性を後押ししてい
るといえる。
「天職感」「自発性」「リスクテイク」は問題

意識の内「自分で仕事を開拓していける」に正
の相関がみられた。これは「リスクテイク」が

「天職感」や「自発性」を媒介し職務満足に与
える影響への可能性を示唆しているのではない
だろうか。

最後に，第 3 クラスタの「集団意識群」につ
いて検討する。「開放性」「プロ意識」が「リス
クテイク群」に近い値を持つ「集団意識群」は，
主な職業の収入の８割以下の回答者において，
収入の割合が下がるほど，第１クラスタの「自
律志向群」と対照的に人数割合が増加傾向にあ
ることが確認できる。しかし，仕事に関する問
題意識では，どちらも７割以上が収入に対する
危機感を訴えている。低収入の職業を主な職業
として捉えるには，予てより議論されてきた音

楽と経済の分離が考えられる。しかし，「集団
意識群」においては「自律性」が低いことから，
音楽で収入を得たい意識が高いものの，満足で
きるほどではないことを意味することが考えら
れる。また，それを可能とする環境要因も挙げ
られるだろう。調査結果では「自律志向群」と
やや対照的に，同居する家族の「子どもあり」
と「両親」に差があった。「集団意識群」は他
の 2 つのクラスタに比べ平均年齢が若いことか
ら，家族などの支援を受けやすい環境であるこ
とが推察される。

アントレプレナー・キャリア・アイデンティ
ティが高いことが不安を煽るわけではなく，不
安を感じること自体が正しく機会認識をしよう
としていると捉えることもできるだろう。馬場

（2014） は，Global Entrepreneurship Monitor
（GEM）の研究において，失敗への恐怖を「起
業を躊躇していると考えている人の割合である
から，この値そのものは，起業の潜在意識が存
在していることを前提としている」とまとめ
た。つまり，音楽家としてのキャリアを構築
したいからこそ起きる問題意識は，潜在的なア
ントレプレナー性を証明することとなる。高
橋（2013）によると，日本における起業活動が
少ない理由には起業態度の低さが挙がる一方，
一定の起業態度を持つ起業家予備軍から起業家
になる割合は海外と比較して決して低くはない
ことを指摘している。それらに必要なスキルを
身に付けることによって，自身のキャリアを安
定させることに有効だといえるだろう。他に比
べて問題意識の低かった「リスクテイク群」を
起業家と捉えるならば，「リスクテイク」以外
のアントレプレナー因子が近い数字を持つ「集
団意識群」はその予備軍と捉えられるといえよ
う。

楽観的な側面を持つ「自発性」は，不安を感
じる問題意識を和らげる性質があり，これを高
く保つためには先述した「リスクテイク」の影
響がある。一方で市場志向性を含む「プロ意識」
はこの問題意識を高める。「リスクテイク群」
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はアントレプレナーシップも高い上に自発性も
高いことで不安意識を和らげ，反対に「自律志
向群」はアントレプレナーシップの全体的な低
さから不安意識が高まると理解することができ
るだろう。

（2）音楽家と音大生の比較
クラスタ分析において，音楽家では「リス

クテイク群」が 43% と最も高かったのに対し，
音大生では「自律志向群」が 44% と最も高か
った。各因子に対しての分散分析を行い，クラ
スタ分類されたグループの音楽家と音大生の交
互作用を検証すると「プロ意識」は音楽家の方
が上回ったことからも社会経験の中で磨かれて
いくといえるだろう。一方で「自律性」のみ他
の因子と傾向が違い，音大生の「リスクテイク
群」は「自律志向群」より高い数値となった。
音楽家の仕事の中で発達したアントレプレナー
性と音大生のそれとではバランスが異なると推
察できる。

音大生の各アイデンティティとキャリア選択
における問題意識の相関を調べたところ，「プ
ロ意識」と報酬や交渉力，継続への不安に対
し，音楽家より強い反応がみられ，これは馬場

（2014）の研究から論じた，起業家予備軍とし
ての問題意識だと考えられる。これらのことか
ら，アントレプレナーシップ教育により，事前
に職業音楽家としての準備を促すことができる
だろう。音楽家にみられる，「自律性」に与え
るアントレプレナーシップ因子の緊張感が，職
業としての価値観のバランスを保っていると考
えられる。

6　結　論

本研究では，これまで日本ではほとんど研究
されてこなかった音楽家とアントレプレナーシ
ップの関係について，海外の先行研究をもとに
キャリア・アイデンティティを軸に取り上げ
た。調査の結果，多くの音楽家はポートフォリ
オ・キャリアを構築することで生計を立ててい

た。アントレプレナーシップの中でも「リスク
テイク」の意識が高いことはポートフォリオ・
キャリアを構築する音楽家としてのキャリアへ
ポジティブな結果を示した。本研究の検証結果
は，音楽家の働き方を断定的に導こうとするも
のではないが，自身のワーク・ライフ・バラン
スや音楽への価値観と向き合った際に少しでも
自由な選択肢を持てるよう，アントレプレナー
シップを学んでいくことを推奨することができ
る。

本研究における理論的貢献は，アントレプレ
ナーシップ研究の中では取り上げられてこなか
った音楽家という特殊な環境において，その有
効性を示す結果となったことであり，音楽側か
らもこれまできちんと説明されてこなかった

「職業としての音楽家」の論点をアントレプレ
ナーシップの視点で指摘したことである。実務
的貢献は，音楽大学や音楽家の近代化の必要性
を提示したことである。これまで音楽家は音楽
を学ぶことが最優先であったが，個人に求めら
れる音楽家のスキルの幅が広がってきているこ
とからも，時代の変化に対応した音楽家の在り
方をみつめ直し，自身の音楽を「経営する」観
点を持つことも重要である。

これらの貢献がありつつも，本研究は調査設
計に限界があった。今回の研究では回答数を得
やすくするために質問項目を限定し，現状分析
をすることからポートフォリオ・キャリアにお
けるアントレプレナーシップの有効性を検証し
た。そのため，収入の割合ではなく年収による
違いの検討も今後求められることや，自己肯定
感，満足度など，問題意識や働き方への評価が
弱い結果となった。また，相澤（2019）の研究
が示すような，在籍する音楽大学によっても大
きく価値観は変わってくることも考えられるこ
とから，他大学との比較をすることで，ボヘミ
アン，アントレプレナーの両アイデンティティ
の違いが発見できるかもしれない。本研究の調
査結果を踏まえ，因果関係を精査するととも
に，さらに定性的な調査も加えることが必要で
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あろう。
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